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Tohoku University was named one of the first three Designated National Universities in Japan on June 30, 2017 by the Japanese 

Government. As a Designated National University, we initiated the “Core Research Clusters” to strengthen four research fields: 

materials science, spintronics, next-generation medical care and disaster science. Also, International Joint Graduate Program in 

Materials Science aims to cultivate internationally capable and highly creative professionals in the materials science field. In 

order to present research activities and discuss future prospects, we hold, continuing from past years, the international 

symposium on the Materials Science on October 25 – 28, 2021. 

 

1. 緒言 

東北大学は、2017 年 6 月 30 日、日本で最初の 3 つの指定国立大学の一つに選ばれた。指定国立大学の事業と

して、東北大学が強みを有する材料科学、スピントロニクス、未来型医療、災害科学の 4つの研究分野を世界ト

ップレベル研究拠点として整備し研究推進している。また、材料科学研究分野では国際的に活躍できる創造性豊

かな人材を育成することを目的とした「材料科学国際共同

大学院プログラム」(GP-MS)を実施している。この材料科学

世界トップレベル研究拠点、スピントロニクス世界トップ

レベル研究拠点および大学院プログラムの活動と研究成果

を発表し、今後の展望を議論するために、2021 年 10 月 25

－28日に第 5回目となる国際シンポジウムをオンラインに

て開催した。なお、今回は本学の世界トップレベル研究拠

点の目標の１つである学内の卓越したリソースの結集の一

環として、各拠点やセンター、プログラム等の構成部局に

加えて、金属材料研究所国際共同利用・共同研究拠点

(GIMRT)や AIMR フラウンフォーファープロジェクトセン

ターも共催として合同で開催をした。 

 

2. 開催内容 

第 5 回目となる本国際シンポジウムでは、“Materials 

science and Spintronics leading the green digital innovation”と題

して、SDGsや環境エネルギーに配慮しながら新たな価値を

創成していくことを目指したプログラム編成が行われた。

あわせて第 5 回目となるスピントロニクス世界トップレベ
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ル研究拠点によるセッションや、第 4回目となる材料科学国際共同大学院に参画する大学院生によるセッション

の企画運営、AIMR フラウンフォーファープロジェクトセンターによる研究成果とこれまでの振り返り等に関す

る議論等が行われた。今回も昨年度に引き続き新型コロナ感染症拡大防止のためにオンライン開催となったが、

ポストコロナやウイズコロナを見据えて、これまでのシンポジウム以上の発表数や参加者を得ることができた。

4 日間の会期中に国内外から参加の 4 件(うち海外から 3 件)のプレナリー講演のほか、国内外および学内からの

招待講演により材料科学世界トップレベル研究拠点では 3セッション 9名、スピントロニクス世界トップレベル

研究拠点では 5セッション 24名、GP-MSでは 4セッション 15名、AIMRフラウンフォーファープロジェクトセ

ンターでは 1セッション 3名の合計 13セッション 52名の口頭発表が行われた。また、ポスターセッションでは、

AIMR ・ 甲 斐 洋 行 助 教 が 開 発 し た オ ン ラ イ ン ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン ツ ー ル

(https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2020/08/press20200821-04-withpost.html)を活用して 116件の発表が行われた。オン

ライン開催においてもできるだけ参加者間のコミュニケーションがその場ではかれるようにバーチャルリアリテ

ィ会場を設定し、講演者や参加者が会場をアバターにてロールプレイングゲーム風に動き回り、コミュニケーシ

ョンはチャットとオンライン通話を併用してできる機能を付加して新たな実施形式を試みた。 

・参加者：合計 437名（日本：415名、海外：22名） 

【セッション概要】 

(1)Plenaryセッション 

・Plenary講演：4セッション－学外 4名(海外 3名) 

(2)Invitedセッション 

・材料科学世界トップレベル研究拠点：3セッション 9名－学内名 6、学外 3名(海外 2名) 

・スピントロニクス世界トップレベル研究拠点：5セッション 24名－学内 11名、学外 13名(海外 5名) 

・GP-MS：4セッション 15名－学内 4名、学外 11名(うち海外 10名) 

・AIMRフラウンフォーファープロジェクトセンター：1セッション 3名－学内 2名、学外 1名(海外 1名) 

(3)Posterセッション 

・116件 

 

⚫ 1日目（2021年 10月 25日） 

大野英男東北大学総長の開会挨拶に引き続き、小谷元子理事・材料科学世界トップレベル研究拠点長を座長と

してUniversity of Melbourneの Prof. George V. Franksにより“3D printing of hierarchical porous ceramics using aqueous 

suspension-oil formulations”と題する講演が行われた。これに続きスピントロニクス世界トップレベル研究拠点の

平山祥郎拠点長を座長として、理化学研究所の Prof. Seigo Taruchaにより “Si Platform for Implementing Fault Tolerant 

Spin-based Quantum Computing”と題する講演及び Prof. Gerrit E. W. Bauerを座長として、University of Groningenの

Prof. Bart J. van Weesにより“Electrical and thermal generation of spin currents by magnetic graphene”と題する講演が行

われた。この後、スピントロニクス世界トップレベル研究拠点の GP-Spin セッション、ポスターセッションをは

さみ、成島尚之教授を座長として、University of CambridgeのProf. Serena M. Bestにより “Design of Tissue Engineering 

Scaffolds - Still Learning our ABC?”と題して講演が行われた。なお、日本とオーストラリア、ヨーロッパの間の時

差の関係で、朝と夕方に分けたオンラインプレナリー講演を行うことになった。 

⚫ 2日目（2021年 10月 26日） 

午前には、ポスターセッションが開催された。午後には材料科学世界トップレベル研究拠点の”Evaluation and 

sensing”、”Processing”、”Mathematical Science and Computation”の各セッション、スピントロニクス世界トップレベ

ル研究拠点の”Spintronics Materials”、GP-MSの学生セッション 2件が開催された。 

ポスター発表に関し、オンラインシンポジウムなどでは PDF ポスターの閲覧や ZOOM のブレイクアウトルー

ムの利用など種々の開催形式が試みられている。しかし、従来のポスターを見ながら発表者・参加者間でインタ

ラクティブにディスカッションを行うことを実現することは難しい。できるだけ従来のポスター発表形式に近づ

ける試みとして、AIMR・甲斐洋行助教が開発したオンラインポスターセッションツールを活用した発表が行わ

れた。オンライン開催においてもできるだけ参加者間のコミュニケーションをその場ではかれるようにバーチャ

https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2020/08/press20200821-04-withpost.html
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ルリアリティ会場を設定し、講演者や参加者が会場をアバターにてロールプレイングゲーム風に動き回り、コミ

ュニケーションはチャットとオンライン通話を併用してできる機能を付加して新たな実施形式を試みた。発表者、

参加者ともにアバター操作しつつ、コミュニケーション機能の進展によって、よりリアルに近い臨場感を体感で

きるものとなった。 

・ポスター発表数：116件－材料科学世界トップレベル研究拠点 52件、スピントロニクス世界トップレベル研

究拠点 54件、GP-MS 10件 

・ポスター発表表彰：Best Poster Award 9件、Poster Award 14件 

 

⚫ 3日目（2021年 10月 27日） 

 3 日目はスピントロニクス世界トップレベル研究拠点の” Spintronics Memory and Its Application”、” Spin-

Mechatronics”、 ” Topology”の各セッション、AIMRフラウンフォーファープロジェクトセンターの 1セッション、

GP-MSの学生セッション 1件が行われ、午前 9時から午後 7時に渡り発表と活発な質疑応答が行われた。 

 

⚫ 4日目（2021年 10月 28日） 

最終日は、スピントロニクス世界トップレベル研究拠点の”Outlook for Non-Linear Quantum Magnonics”セッショ

ンと GP-MS の学生セッション 1 件が行われた。その後、合同でポスターアワードセレモニーと平山スピントロ

ニクス世界トップレベル研究拠点長による closing remarksにより終了した。 

 

3. まとめ 

第 5回となる本シンポジウムは、前回に続きオンラインでの開催となったが、本学の材料科学分野に関係する

多くの部局・拠点・プログラム等の参画により本学の有する卓越したリソースが結集して創出された研究成果を

日本の国内外に広くアピールする場となった。また運営・企画の工夫により、実開催と同等以上の成果をあげる

ことができた。次回以降の開催形式は、現在のところ未定であるが、会場発表とオンラインを併用したハイブリ

ット形式が標準化すると思われる。またポスター発表についてもよりリアルな臨場感に近づくように日進月歩の

技術・アプリケーションを取り入れながら改善を図っていく必要がある。 
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